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当
社
報
五
号
よ
り
「
奉
祝
御
即
位

三
十
年
」
と
し
て
当
社
へ
の
御
親
拝
、

皇
室
に
伝
わ
る
宮
中
祭
祀
や
皇
位
継
承

の
証
で
あ
る
三
種
の
神
器
の
御
紹
介
な

ど
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
宮
中
で
は
平
成
三
十
一
年
の
恒
例
祭

も
歳
旦
祭
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
先
立
ち
四
方
拝
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

四
方
拝
と
は
正
月
元
旦
、四
方
の
神
祇
、

先
霊
を
拝
す
る
式
で
宮
廷
に
お
け
る
初

見
は
『
年
中
行
事
秘
抄
』
に
「
元
日
四

奉
祝　
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
㈤

四し

方ほ

う

拝は

い

と
勅

ち
ょ
く

祭さ

い

社し

ゃ

例祭で使用される唐
から

櫃
ひつ

東
あずま
　　　游

あそび

方
拝
事
、
寛
平
二
年
正
月
朔
四
方
拝

云
々
、
向
乾
拝
后
土
及
五
星（
見
御
記
）」

と
あ
る
の
で
平
安
時
代
に
は
す
で
に
行

わ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　
明
治
五
年
か
ら
新
制
の
四
方
拝
に
よ

り
賢
所
前
庭
に
て
御
拝
、
そ
の
順
は
皇

大
神
宮（
伊
勢
の
神
宮
の
内
宮
）、
豊
受

大
神
宮（
同
、
外
宮
）、
天
神
地
祇
、
神

武
天
皇
山
陵
、孝
明
天
皇
山
陵
、諸
社（
氷

川
、賀
茂
上
下
、石
清
水
、熱
田
、鹿
島
、

香
取
）と
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
の
御
代
以

降
、
当
社
は
四
方
拝
の
栄
に
浴
す
る
と

と
も
に
勅
祭
社
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。

勅
祭
社
と
は
天
皇
の
思
召
に
よ
り
、
特

に
勅
使
を
差
遣
し
て
、
祭
祀
・
奉
幣
を

せ
し
め
ら
れ
る
事
を
勅
祭
、
こ
れ
を
受

け
る
神
社
を
勅
祭
社
と
い
い
ま
す
。
現

在
、
伊
勢
の
神
宮
を
別
格
と
す
る
と
全

国
に
十
六
社
あ
り
ま
す
。
勅
祭
と
な
っ

た
当
初
、
勅
使
と
共
に
差
遣
さ
れ
奉
納

さ
れ
た
走
馬
は
、
明
治
七
年
に
東
游
の

舞
に
代
わ
り
、現
在
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
例
祭
で
は
勅
使
は
随
員
を
従
え
、
唐

櫃
に
納
め
た
幣
帛
を
御
神
前
に
供
え
、

祭さ
い

文も
ん

を
奏
上
さ
れ
ま
す
。
幣
帛
と
は
、

広
義
に
は
神
に
奉
る
も
の
の
総
称
、
狭

義
に
は
神
饌
を
除
い
た
奉
り
物
を
い
い
、

例
祭
の
幣
帛
の
内
容
は
五ご
し
き
の
あ
し
ぎ
ぬ

色
絁
と
い
う

絹
織
物
や
木
綿
、
麻
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
紹
介

の
通
り
、
養
蚕
の
文
化
は
宮
中
で
も
行

わ
れ
て
お
り
、
皇
后
陛
下
は
、
昭
憲
皇

太
后
が
明
治
四
年
に
お
始
め
に
な
っ
た

御
養
蚕
を
香
淳
皇
后
か
ら
お
引
継
ぎ
に

な
り
、
御
養
蚕
の
期
間
中
、
皇
居
内
の

紅
葉
山
御
養
蚕
所
で
、
御
公
務
の
合
間

や
休
日
に
、作
業
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

長
年
飼
育
さ
れ
て
来
た
日
本
在
来
品
種

「
小
石
丸
」
は
、
正
倉
院
宝
物
の
絹
織
物

の
復
元
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
糸
で
あ
る

事
が
確
認
さ
れ
、こ
の
品
種
を
増
産
し
、

正
倉
院
に
お
贈
り
に
な
り
、
貴
重
な
古

代
裂
の 

絁 

や
羅ら

、
綾あ

や
、
錦に

し
き

等
の
復
元
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
遊
会
や
外
国
の
賓
客
の
接
遇
等
、

華
や
か
な
対
外
的
な
事
以
外
の
宮
中
祭

祀
を
は
じ
め
と
し
た
皇
室
の
御
事
は
、

一
般
に
報
道
さ
れ
る
機
会
が
少
な
く
、

ま
た
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
と
直
接
関

わ
り
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
悠

久
の
歴
史
を
今
な
お
伝
え
る
我
が
国
の

根
本
で
す
。
両
陛
下
の
お
務
め
や
皇
室

の
文
化
を
知
り
感
謝
申
し
上
げ
る
事
も
、

今
上
陛
下
の
御
即
位
三
十
年
を
奉
祝
す

る
事
に
繋
が
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

幣
へい

帛
はく

と柳
やないばこ

筥
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御み

代よ

替が

わ

り
の
儀
式

　
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
を
以
て
、
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
殿
下
に
天
皇
の
御
位
を
お
譲
り
に
な
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
譲じ

ょ
う

位い

」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
文
化
十
四

年（
一
八
一
七
年
）に
光
格
天
皇
が
仁
孝
天
皇
に
譲
位
さ
れ
て
以
来
、
約
二
百
年
ぶ
り
の
事
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
天
皇
の
御
代
に
な
る
と
元
号
が
改
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
改
元
と
い
い
、

か
つ
て
は
御
代
替
り
以
外
に
も
様
々
な
機
会
に
改
元
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
明
治
以
降
、
皇
位
継
承
が
あ
っ
た
時
に
限
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
元
号
は
、
と
き
の
天

皇
の
御
代
を
表
象
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
元
号
は
、
良
い
意
味
を
持
つ
二
字
を
用
い
る
事
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
理
想
と
し
て
相
応
し
い
字
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
御
代
替
り
の
儀
式

は
様
々
に
あ
り
ま
す
が
、
譲
位
、
践せ
ん
祚そ

の
式
、
即そ

く
位い

礼れ
い
、
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

と
分
け
る
事
が
出
来
ま
す
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
譲
位
、
践
祚
の
式
に
つ
い
て
御
紹
介
致
し
ま
す
。（
神
社
本
庁
『
御
代
替
り
』

よ
り
抜
粋
）

退た
い

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀
　
四
月
三
十
日

　
天
皇
陛
下
の
御
譲
位
に
際
し
、
そ
れ
を
広
く
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
陛
下
が
御
譲
位
前
に
、
最
後
に
国
民
の
代
表
に
会
わ
れ
る
儀
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
す
。天
皇
陛
下
の
御
譲
位
の
日
と
な
る
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
に
、

国
の
儀
式
と
し
て
宮
中
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

剣け
ん

璽じ

等と
う

承し
ょ
う

継け
い

の
儀
　
五
月
一
日

　
天
皇
陛
下
が
御
位
に
つ
か
れ
る
事
を
「
践
祚
」
と
い
い
ま
す
。
皇
位
は
一
日

た
り
と
も
空
白
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皇
位
に
つ
か
れ
た
陛
下
は
、「
三
種

の
神
器
」
を
は
じ
め
と
し
た
皇
室
に
由
緒
あ
る
品
々
や
天
皇
陛
下
の
印
で
あ
る

「
御
璽
」、日
本
国
の
印
で
あ
る「
国
璽
」を
継
承
さ
れ
ま
す
。三
種
の
神
器
と
は
、

歴
代
天
皇
に
皇
位
の
し
る
し
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
八
咫
鏡
・
天
叢
雲
剣（
草

薙
剣
）・
八
坂
瓊
曲
玉
の
事
で
す
。

賢か
し
こ

所ど
こ
ろ

の
儀
・
皇こ

う

霊れ
い

殿で
ん

神し
ん

殿で
ん

に
奉
告
の
儀
　
五
月
一
日
～
三
日

　
「
剣
璽
」
が
承
継
さ
れ
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
宮
中
三
殿
で
は
新
帝
が
御

位
に
つ
か
れ
た
旨
を
天
照
大
御
神（
賢
所
）、
歴
代
天
皇
と
皇
族
の
御
霊（
皇
霊

殿
）、
天
神
地
祇（
神
殿
）に
奉
告
さ
れ
ま
す
。

即そ
く

位い

後ご

朝ち
ょ
う

見け
ん

の
儀

　
そ
の
後
、
皇
居
で
は
「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
、
陛
下
は
内
閣

総
理
大
臣
ほ
か
三
権
の
長
、
地
方
自
治
体
の
代
表
な
ど
を
御
前
に
召
さ
れ
て
皇

位
に
つ
か
れ
た
旨
を
宣
言
さ
れ
ま
す
。

即位礼正殿の儀（平成２年11月12日）

剣璽等承継の儀（昭和64年１月７日）即位後朝見の儀（平成元年１月９日）

画像提供：宮内庁
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一
月

　
　
一
日
　
歳
旦
祭

　
　
二
日
　
日
供
始
祭

　
　
三
日
　
元
始
祭

　
　
七
日
　
昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
光
） 

　
　
　
　
　
　
併 

成
人
祭

二
月

　
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
二
日
　
初
午
祭（
稲
荷
神
社
）

　
　
三
日
　
節
分
祭

　
　
七
日
　
的
神
事

　
十
一
日
　
紀
元
祭

　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
立
春
）

　
十
七
日
　
祈
年
祭

三
月

　
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
　
併 

天
皇
陛
下
御
即
位

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
年
奉
祝
祭

　
十
五
日
　
献
詠
祭（
桃
の
花
）

　
　
　
　
　
　
併
　
郷
神
楽

二
十
三
日
　
春
分
祭

　
当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
の
他
、

例
祭
を
は
じ
め
年
間
約
七
十
の
祭

典
を
行
い
、
謹
ん
で
御
皇
室
の
弥

栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
と
氏

子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
お

り
ま
す
。

祭
事
暦

歳旦祭日供始祭

節分祭　鳴弦の儀的神事

祈年祭郷神楽祭
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平
成
三
十
一
年
の
正
月
は
風
も
穏

や
か
な
陽
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
一

日
は
約
百
万
人
、
二
日
は
約
七
十
万

人
、
三
日
は
約
五
十
万
人
で
、
三
が

日
の
合
計
は
約
二
百
二
十
万
人
で
し

た
。
本
年
も
一
日
に
は
大
宮
鳶
職
組

合
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
、
三
日
に
は

大
宮
能
楽
研
究
会
に
よ
る
謡
初
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
神
橋
手
前
に

は
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
が
設
営
さ
れ
年
中

行
事
の
映
像
な
ど
が
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
ク

ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
の
女
子

生
徒
四
名
の
職
場
体
験
を
受
け
入

れ
、
神
札
所
に
て
お
神
札
や
お
守
り

の
授
与
を
御
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
二
日
午
前
九
時
よ
り
大

宮
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
大
宮
消

　
一
月
十
日
午
前
十
一
時
、
氏
子
総

正
月
三
が
日

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
職
場
体
験

防
災
訓
練

氏
子
総
代
初
祈
祷
祭

社
頭
往
来

代
・
評
議
員
約
八
十
名
参
列
の
も
と

新
年
の
初
祈
祷
祭
を
執
り
行
い
、
皆

様
の
無
病
息
災
と
御
活
躍
を
祈
願
致

し
ま
し
た
。

防
団
や
氏
子
の
皆
様
と
消
火
訓
練
や

地
震
体
験
等
の
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防

火
デ
ー
に
あ
た
り
ま
す
。
文
化
財
防

火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
二
十
四
年

一
月
二
十
六
日
に
、
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺

（
奈
良
県
斑
鳩
町
）の
金
堂
が
炎
上

し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
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二
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
西
側

待
合
所
に
て
大
宮
二
十
景
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
二
十
四
点
を
展
示
致
し

ま
し
た
。

　
二
月
十
五
日
午
前
九
時
半
、
大
宮

ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
必
勝
祈
願
を
行

い
ま
し
た
。
森
正
志
社
長
、
高
木
琢

也
監
督
が
玉
串
を
捧
げ
選
手
と
共
に

今
期
の
必
勝
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
二
月
三
日
、
舞
殿
に
て
特
別
年
男

年
女
に
よ
り
撒
豆
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
十
二
時
半
の
式
で
は
古
く
か
ら

当
社
で
豆
撒
き
を
行
う
如
月
会
、
二

時
の
式
で
は
落
語
家
の
柳
家
小
袁
治

師
匠
、
陸
奥
部
屋
力
士
、
衆
議
院
議

員
牧
原
秀
樹
様
、
総
代
会
長
大
野
隆

司
様
始
め
責
任
役
員
、
日
本
郵
船
氷

川
丸
船
長
金
谷
範
夫
様
、
武
蔵
野
銀

行
頭
取
加
藤
喜
久
雄
様
他
、
申
し
込

み
を
頂
い
た
年
男
年
女
、
三
時
の
式

で
は
氏
子
青
年
会
に
よ
り
撒
豆
式
を

行
い
ま
し
た
。
日
曜
日
で
あ
っ
た
事

も
あ
り
約
一
万
五
千
人
の
参
拝
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
一
月
二
十
四
日
午
後
一
時
、
日
本

画
家
山
本
丘
人
画
伯
の
絵
画『
雛
図
』

を
奉
納
頂
き
ま
し
た
熊
倉
英
夫
様
参

列
の
も
と
奉
納
奉
告
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　
一
月
二
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
四

時
ま
で
呉
竹
荘
に
お
い
て
婚
礼
展
示

会
が
開
催
さ
れ
、
三
十
組
の
方
々
の

御
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。

婚
礼
展
示
会

大
宮
二
十
景
入
賞
作
品
展
示

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
必
勝
祈
願

節せ

つ

分ぶ

ん

撒さ

ん

豆ず

式し

き

絵
画
奉
納

写真提供：大宮アルディージャ
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二
月
二
十
四
日
午
前
九
時
、
Ｊ
２

リ
ー
グ
開
幕
戦
に
あ
た
り
、
大
宮
ア

ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
サ
ポ
ー
タ
ー
約
百
名

が
来
社
し
必
勝
祈
願
致
し
ま
し
た
。

　
三
月
九
日
午
前
十
時
、
勅
使
館
及

び
呉
竹
荘
に
て
埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟

の
春
の
茶
会
が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し

て
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
様
等
が

お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
十
一
日
、
復
興
祈
願
雅
楽
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
二
時

　
三
月
十
日
午
前
十
一
時
、
大
湯
祭

に
出
店
す
る
熊
手
商
を
中
心
と
す
る

福
神
講
の
祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　
三
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
に
か
け

て
参
道
の
土
壌
改
良
工
事
と
植
栽
を

行
い
ま
し
た
。
約
８
ト
ン
の
腐
葉
土

と
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
十
月
桜
、
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ホ
ン
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、
久
留
米
ツ
ツ
ジ
等

約
五
十
本
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　
三
月
三
日
午
後
一
時
半
、
新
陰
流

正
伝
上
泉
会
会
長
島
正
紀
氏
他
二
十

名
に
よ
り
形
の
奉
納
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

新
陰
流
正
伝
上
泉
会
奉
納
演
武

埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟
春
の
茶
会

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
雅
楽
演
奏

福
神
講
祈
願
祭

参
道
土
壌
改
良
植
栽
工
事

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

　

サ
ポ
ー
タ
ー
必
勝
祈
願

紅茶席　鈴木典子インストラクター
　　　　石井宗恵副会長

四
十
六
分
よ
り
一
分
間
の
黙
祷
の

後
、
平
調
音
取
、
越
殿
楽
、
陪
臚
、

浦
安
の
舞
を
奉
奏
致
し
ま
し
た
。
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御
嶽
神
社
は
御
本
社
を
東
京
都

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
の
御
嶽
山
上

に
鎮
座
し
、
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
を
導
い
た

と
伝
え
ら
れ
、御
祭
神
大
己
貴
命
・

少
彦
名
命
は
共
に
国
造
り
を
し
た

神
と
し
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。
御
本

社
は
中
世
に
は
御
嶽
大
権
現
と
し

て
仏
徒
修
験
者
の
入
山
者
も
多

く
、
火
災
・
盗
難
除
け
の
信
仰
が

流
布
し
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も

幕
府
か
ら
厚
く
尊
信
さ
れ
ま
し

た
。
お
み
く
じ
に
あ
る
「
え
び
す

の
神
」は
少
彦
名
命
、「
大
国
の
神
」

は
大
己
貴
命
、「
淡
島
の
神
」は『
古

事
記
』
に
て
国
造
り
を
終
え
た
少

彦
名
命
が
淡
島
か
ら
常
世
の
国
に

渡
っ
た
事
か
ら
少
彦
名
命
の
事
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
祭
神
、
菅
原
道
真
公
は
学
問
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
神
社
本
庁

に
届
け
出
の
あ
る
菅
公
な
ど
関
連
の
御
祭

神
を
祀
る
神
社
は
全
国
で
一
万
社
を
超

え
、
神
紋
は
道
真
公
が
好
ん
だ
事
か
ら
梅

が
用
い
ら
れ
、
御
神
使
は
牛
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
道
真
公
は
讒ざ

ん

言げ
ん

に
よ
っ
て
太
宰

府
で
悲
運
の
最
期
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
道

真
公
の
死
後
、都
で
は
雷
禍
に
見
舞
わ
れ
、

道
真
公
を
無
実
の
罪
に
陥
れ
た
者
た
ち
が

怪
死
す
る
事
件
が
起
き
た
た
め
、
人
々
は

こ
れ
を
道
真
公
が
御
霊
と
な
っ
た
と
し

て
、
北
野
天
満
宮
、
太
宰
府
天
満
宮
を
創

建
し
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
氷
川
神
社
の
境
内
社
で
あ
る
天
満
神

社
は
二
の
鳥
居
近
く
の
飛
び
地
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
緑
は
様
々
な
生
き
物
を
育
む

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

氷
川
神
社
摂
末
社
の
巡
拝  

（そ
の
三
）

　
境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
三
社
あ
る
境
内
社
は
摂
末
社
と
よ
ば
れ
ま
す
が
、
摂せ

っ

社し
ゃ

と
は
旧
官か

ん

国こ
く

幣へ
い

社し
ゃ

に
お
い
て
境
内
外
に
祀

ら
れ
て
い
る
神
社
の
中
で
特
に
本
社
の
祭
神
と
由
緒
の
深
い
神
社
を
指
し
ま
す
。
そ
の
他
の
境
内
外
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
は
末ま

っ

社し
ゃ

と
い
い
ま
す
。
当
社
の

お
み
く
じ
の
文
末
に
は
信
仰
す
べ
き
摂
末
社
や
御
祭
神
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
御
加
護
を
頂
け
る
よ
う
御
参
拝
下
さ
い
。

御み

　

た

け嶽
神じ

ん

社じ

ゃ

天て

ん

満ま

ん

神じ

ん

社じ

ゃ

山
岳
信
仰
の
名
残
を
伝
え
る

雷
神
信
仰
と
融
合
し
た
学
問
の
神

大お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命　

少す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命

菅す
が
わ
ら
み
ち
ざ
ね
こ
う

原
道
真
公

御
嶽
神
社
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し

の
神
、

淡あ
わ
　
し
ま島

の
神
、
え
び
す
の
神
、

大だ
い
　
こ
く国
の
神

天
満
神
社

御
祭
神

御
祭
神

お
み
く
じ
の
表
記

お
み
く
じ
の
表
記

天満神社前で果実をとるオナガ

社殿は寛文７年３月に造営された
元の女體宮の社殿を移築したものです



第九号武　蔵　一　宮（９）

　
私
た
ち
が
神
社
に
お
参
り
を
す
る
と
き
、ま
ず
鳥
居
を
目
に
し
ま
す
。鳥
居
は
神
社
を
表
示
し
、

ま
た
神
社
の
神
聖
さ
を
象
徴
す
る
建
造
物
と
も
い
え
ま
す
。
鳥
居
は
神
社
の
内
と
外
を
分
け
る

境
に
立
て
ら
れ
、
鳥
居
の
内
は
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
る
御
神
域
と
し
て
尊
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、

特
定
の
神
殿（
本
殿
）を
持
た
ず
、
山
な
ど
自
然
物
を
御
神
体
、
ま
た
は
依よ

り

代し
ろ

と
し
て
お
祀
り
し

て
い
る
神
社
の
中
に
は
、
そ
の
前
に
鳥
居
が
立
て
ら
れ
、
神
様
の
御
存
在
を
現
す
も
の
と
し
て

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳥
居
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
が
天
の
岩
屋
に
お
隠
れ
に
な
っ

た
際
に
、
八
百
万
の
神
々
が
鶏
を
鳴
か
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
鶏
が
止
ま
っ
た
木
を
鳥
居
の

起
源
で
あ
る
と
す
る
説
や
、
外
国
か
ら
の
渡
来
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
は
、
そ
の
材
質
・

構
造
も
多
種
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
よ
り
形
態
が
異
な
り
ま
す
。
一
説
に
は
六
十
数
種

類
の
形
態
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
鳥
居
上
部
の
横
柱
が
一

直
線
に
な
っ
て
い
る
神し

ん

明め
い

鳥
居
と
、
こ
の
横
柱
の
両
端
が
上
向
き
に
反
っ
て
い
る
明み

ょ
う

神じ
ん

鳥
居
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
形
態
で
は
明
神
鳥
居
の
横
柱
上
部
に
合
掌
形
の
破は

風ふ

の
つ
い
た
山さ

ん

王の
う

鳥
居
や
、
ま
た
朱
塗
り
の
稲
荷
鳥
居
な
ど
特
徴
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
起
源
や
形
態
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鳥
居
を
見
る
と
神
聖
さ
を
感
じ
る
の
は
、
我
々
日
本
人
の
共
通
し

た
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

神
社
新
報
社
『
神
道
い
ろ
は
』
よ
り

神
社
豆
知
識　

鳥
居
①

鳥
居
と
は

稲荷神社の明神鳥居と稲荷鳥居

笠
かさ
　木

ぎ

島
しま
　木

ぎ

貫
ぬき

柱
はしら

藁
わら
座
ざ
（根

ね
巻
まき
）

額
がく
　束
づか

楔
くさび

三の鳥居

二の鳥居

一の鳥居
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三
月
三
十
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
午

後
四
時
ま
で
境
内
に
て
埼
玉
県
神
社
庁

主
催
の
教
化
事
業
「
神
主
さ
ん
と
神
社

を
学
ぼ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
社

神
職
に
よ
る
境
内
案
内
の
他
、
教
化
委

員
や
神
道
婦
人
会
、
神
道
青
年
会
の
県

内
神
職
約
三
十
名
が
案
内
や
説
明
を
担

当
し
、
氏
神
検
索
・
神
社
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
県
内
約
二
百
社
の
御
朱
印
展（
三

月
一
日
～
四
月
七
日
）、
神
社
職
業
体

験
ジ
ン
ジ
ャ
ニ
ア
、
少
彦
名
命
の
神
話

カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展
、
神
社
検
定
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
、
里
神
楽
「
と
き
が
わ
町
稲

荷
神
社
さ
さ
ら
狐
つ
り
」、
神
話
講
談
、

雅
楽
・
神
楽
舞
奉
奏
、
共
催
の
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
神
道
講
座
「
神
道

入
門
講
座（
埼
玉
県
神
社
庁
武
田
淳
事

務
局
長
）」、「
御
代
替
り
に
際
し
て（
扶

桑
社『
皇
室
』伊
豆
野
誠
編
集
長
）」、「
日

本
神
話
入
門（
渡
邉
卓
氏
）」
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！

氷
川
マ
ル
シ
ェ

さ
ん
き
ゅ
う
参
道

氷川マルシェ ～大宮グルメ～ 神道講座　御代替りに際して

同
時
開
催

御朱印帳

ささら狐つり ささら狐つり 神楽舞

神社職業体験ジンジャニア
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３月１日、15日

一
月
の
奉
納
献
華

三
月
の
奉
納
献
華

二
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
草月流　　　　沖山草俊

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
道
清
掃
の

お
申
し
出
、
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

    （
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

・I love Saitam
a

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場 

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
さ
い
た
ま
一
団

・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

　
明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
大
祭

の
記
念
事
業
で
あ
る
、
廻
廊
石
畳
化

工
事
の
第
二
期
工
事
が
二
月
十
二
日

よ
り
開
始
さ
れ
三
月
末
日
に
完
了
致

し
ま
し
た
。

西
側
廻
廊
石
畳
化
工
事

敬
神
婦
人
会
湯
茶
接
遇
活
動

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

（
敬
称
略
）

一
月
　
一
日
　
大
宮
鳶
職
組
合

　
　
　
三
日
　
大
宮
能
楽
研
究
会

　
　
　
六
日
　
衆
議
院
議
員
　
枝
野
幸
男

　
　
　
八
日
　
靖
國
神
社
宮
司

　
　
　
十
日
　
氏
子
総
代
評
議
員
互
礼
会

　
　
十
四
日
　
さ
い
た
ま
市
長
　
清
水
勇
人

　
　
十
八
日
　
埼
玉
県
神
社
庁

　
　
十
九
日
　
神
明
氷
川
神
社（
東
京
都
）

　
　
二
十
日
　
多
摩
川
浅
間
神
社（
東
京
都
）

　
　
二
十
日
　
高
円
寺
氷
川
神
社（
東
京
都
）

　
二
十
一
日
　
解
脱
会
埼
玉
教
区
女
性
部

　
二
十
四
日
　
敬
神
婦
人
会

　
二
十
六
日
　
熊
倉
英
夫

　
二
十
六
日
　
ほ
た
る
の
会

　
　
三
十
日
　
立
正
佼
成
会
大
宮
教
会

　
三
十
一
日
　
古
絵
葉
書
集
会
議

二
月
　
七
日
　
靖
國
神
社
社
務
実
習
生

　
　
十
一
日
　
鎮
花
祭
説
明
会

　
　
十
三
日
　
み
ず
ほ
證
券

　
　
十
四
日
　
高
鼻
二
丁
目
友
の
会

　
　
二
十
日
　
愛
知
県
神
社
庁
豊
田
支
部
松
平
分
会

　
二
十
三
日
　
谷
島
国
髙

三
月
　
三
日
　
新
陰
流
正
伝
上
泉
会

　
　
　
三
日
　
阿
含
宗

　
　
　
六
日
　
責
任
役
員
会
、
敬
神
講
社
理
事

　
　
　
　
　
　
会
、
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
　
　
九
日
　
香
椎
宮
祭
典
委
員
会

　
　
十
七
日
　
武
蔵
菊
花
会

　
　
十
九
日
　
弓
道
大
会
運
営
委
員
会

　
二
十
九
日
　
院
友
神
職
役
員
会

　
　
三
十
日
　
氷
川
マ
ル
シ
ェ

　
　
三
十
日
　
大
宮
高
島
屋

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花
春草流　　　　栗原春彩

草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

（
1/1~

3/31
）
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嵐山

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内

（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

第
三
十
八
回

大
宮

T a k i g i - N o hT a k i g i - N o hT a k i g i - N o h

素
謡 

（
金
春
流
）

　
　翁お

き
な

　
　

金
春

　安
明

能

　

 

（
金
春
流
）

　嵐あ
ら
し

　山や
ま　

本
田

　光
洋

狂
言 

（
和
泉
流
）

　入い
る

　ま

　が
わ

間
川　
石
田

　幸
雄

能

　

 

（
宝
生
流
）

　経つ
ね

　政ま
さ　

小
林
与
志
郎

5/26㈰
第２日目

素
謡 

（
金
春
流
）

　
　翁お

き
な

　
　

金
春

　憲
和

能

　

 

（
金
春
流
）

　敦あ
つ

　盛も
り　

金
春

　安
明

狂
言 

（
和
泉
流
）

　蝸か

　牛ぎ
ゅ
う　

野
村

　万
作

能

　

 

（
観
世
流
）

　鉄か
な

　輪わ　

武
田

　友
志

5/25㈯
第１日目

　

三
月
十
七
日
よ
り

第
一
駐
車
場
が
有
料

と
な
り
ま
し
た
。
タ

イ
ム
ズ
24
が
運
営
し
、

参
拝
者
は
最
初
の

四
十
分
は
無
料
、
祈

願
や
結
婚
式
の
方
は

無
料
時
間
が
延
長
さ

れ
ま
す
。
二
十
四
時

間
使
用
可
能
で
す
が
、

例
祭
日
等
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　　　発行　平成31年４月15日　　 　発行所　氷川神社社務所
　写真協力　中村写真館　柳田富男　　印刷所　株式会社 秀飯舎

さいたま市大宮区高鼻町１-407　電話 048-641-0137　http://www.musashiichinomiya-hikawa.or.jp/

第
十
号
は
七
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

第５回 氷川ほたる鑑賞会

※入場無料、詳しくは氷川ほたるの杜
ホームページを御参照願います。

主催　氷川ほたるの杜
日程　５月31日（金）、６月１日（土）
会場　本殿西側　蛇の池及び水路

御
本
殿
結
婚
式
の
お
知
ら
せ

　
本
年
三
月
よ
り
御
本
殿
で
の
結
婚
式
を
行
っ
て
お
り

ま
す（
三
～
五
月
土
日
午
後
限
定
）。

　
御
婚
礼
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所
一
階
の

結
婚
式
御
用
部（
九
時
～
十
六
時
、
〇
四
八
―
六
四
一
―

〇
一
三
七
）ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

駐
車
場
有
料
化
の

お
知
ら
せ

お問い合わせ先

公益社団法人　さいたま観光国際協会
事務所　048-647-8339（土・日・祝日休み）


